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コ
ララ

ム

町
長

前
に
向
か
っ
て
、
新
た
な
一
歩

　

今
年
の
冬
は
大
変
な
大
雪
の
年
で
、
そ
れ
ぞ

れ
に
雪
で
の
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
ス
キ
ー
場
の
入
り
込
み
は
昨
年
を

上
回
り
、
訪
日
外
国
人
も
増
加
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
５
類
移
行
か
ら
約
２
年
、
活
気
は
着

実
に
戻
っ
て
い
て
喜
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
ト

ラ
ン
プ
関
税
や
国
際
情
勢
に
よ
る
物
価
の
上
昇

な
ど
経
済
動
向
に
よ
っ
て
、
国
内
の
観
光
消
費

が
減
速
し
な
い
か
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
９
日
、
湯
沢
学
園
小
中
学
校
の
入
学

式
が
あ
り
ま
し
た
。
小
学
生
は
元
気
に
、
中

学
生
は
凛
と
し
て
式
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
未
来
に
向
か
っ
て
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
児
童
生
徒
の
将
来
が

平
和
で
幸
多
い
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

湯
沢
町
は
、
今
年
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま

す
。
昭
和
・
平
成
・
令
和
と
時
代
の
変
化
の

中
、
官
民
力
を
合
わ
せ
て
困
難
を
乗
り
越
え
、

今
日
を
築
き
ま
し
た
。
先
人
の
ご
苦
労
と
ふ

る
さ
と
へ
の
強
い
思
い
を
胸
に
町
政
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

３
月　
町
長
活
動
状
況

3
日
朝
礼
／
湯
沢
中
学
校
卒
業
式

6
日
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
理

事
会
・
代
議
員
会

7
日
部
長
会
議
／
台
湾
三
立
T
V
取
材

19
日
新
潟
県
観
光
立
県
推
進
行
動
計
画

第
５
回
検
討
委
員
会

22
日
湯
沢
市
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典

24
日
湯
沢
小
学
校
卒
業
式
／
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会

25
日
地
域
お
こ
し
協
力
隊
発
表
会
／
魚

沼
地
域
耕
地
協
議
会
総
会

26
日
魚
沼
地
区
障
害
福
祉
組
合
議
会

27
日
ゆ
き
ぐ
に
の
未
来
基
金
第
９
期
信

組
ゆ
き
ぐ
に
奨
学
金
認
定
式
／
新

ご
み
処
理
施
設
建
設
合
意
調
印
式

28
日
新
潟
県
農
業
信
用
基
金
協
会
臨
時

総
会

31
日
地
域
医
療
推
進
機
構
臨
時
評
議
員
会

／
終
礼

　湯沢町農業委員会委員の任期満了（令和７年 3月 31日）に伴い、公募および農業委員会の評価報
告により定数と同数の9名の候補者を選任し、町議会の同意を得て決定しました。
　また、湯沢町農地利用最適化推進委員については、公募により定数と同数の 2名の候補者を選任し、
農業委員会の合議により決定しました。
　任期は令和７年4月 1日から 3年間です。

 湯沢町農業委員会委員 
南雲　清治（添　名）　笛田　茂作（滝　沢）

玉田　義雄（諏　訪）　笛田　京子（芝　原）

腰越　知早（滝ノ又）　田村　　茂（萩　原）

中村　　正（幅　下）　剱持由美子（土　樽）

原沢　岳志（中　里）

 湯沢町農地利用最適化推進委員 
釼持　浩幸（　原　）　剣持　正美（田　中）

農業委員会委員・農地利用最適化推進委員が決定しました

4月２日（水）に農業委員会任命式を行いました


